
完
全
民
営
化
も

視
野
に
入
れ
て

　

地
下
鉄
・
バ
ス
の
民
営
化
は
橋

下
徹
前
市
長
が
固
執
し
、
市
営
と

し
て
の
両
事
業
を
廃
止
す
る
議
案

を
提
案
し
ま
し
た
が
、
２
０
１
４

年
11
月
と
昨
年
２
月
に
２
度
に
わ

た
り
維
新
以
外
の
反
対
多
数
で
否

決
。
と
こ
ろ
が
橋
下
前
市
長
は
あ

く
ま
で
民
営
化
を
進
め
よ
う
と
、

早
い
段
階
で
の

民
営
化
を
狙
う

　

バ
ス
事
業
は
戦
略
会
議
で
決
定

さ
れ
た
「
経
営
健
全
化
計
画
」

で
、「
多
額
の
累
積
欠
損
金
を
抱

え
る
な
と
公
営
事
業
と
し
て
は
存

続
で
き
な
い
状
態
」
な
ど
と
し

て
、
現
在
一
部
路
線
の
運
行
を
一

部
委
託
し
て
い
る
市
の
外
郭
団
体

「
大
阪
シ
テ
ィ
バ
ス
」
に
譲
渡

し
、
そ
の
株
式
は
地
下
鉄
の
新
会

社
が
保
有
。
路
線
や
運
行
回
数
、

運
賃
な
ど
を
維
持
す
る
の
は
「
引

き
継
ぎ
後
概
ね
５
年
程
度
」
と
し

て
い
ま
す
。

　

昨
年
12
月
に
就
任
し
た
吉
村
市

長
は
年
末
の
施
政
方
針
演
説
で
橋

下
市
政
の
「
継
続
」
を
掲
げ
る
と

確
保
を
「
経
営
判
断
の
最
優
先
課

題
」
と
し
、
未
着
手
の
８
号
線

（
今
里
筋
線
）の
延
伸
な
ど
は
「
市

の
考
え
方
を
最
大
限
に
尊
重
す
る

こ
と
」
を
求
め
て
い
ま
す
が
、
吉

村
市
長
は
株
式
を
売
却
す
る
「
完

全
民
営
化
」
を
目
指
す
べ
き
と
述

べ
て
い
ま
す
。

昨
年
９
月
に
民
営
化
に
向
け
た
基

本
方
針
案
を
議
会
の
議
決
事
項
と

す
る
条
例（
手
続
き
条
例
）案
を
提

出
。
翌
月
に
維
新
、
自
民
、
公
明

な
ど
の
賛
成
で
可
決
・
成
立
し
ま

し
た
。

　

基
本
方
針
案
で
は
、
新
た
に
設

立
す
る
会
社
が
地
下
鉄
事
業
を
引

き
継
ぐ
時
点
で
は
大
阪
市
が
１
０

０
％
の
株
式
を
保
有
し
、
路
線
や

職
員
を
引
き
継
ぐ
と
し
て
い
ま

す
。
新
会
社
に
は
、
輸
送
の
安
全

と
も
に
、「
橋
下
市
政
の
改
革
で

で
き
な
か
っ
た
こ
と
、
修
正
す
べ

き
こ
と
に
し
っ
か
り
取
り
組
む
」

と
表
明
。
地
下
鉄
・
バ
ス
の
民
営

化
に
つ
い
て
は
、「
で
き
る
だ
け

早
い
段
階
で
議
論
し
、
次
の
ス
テ

ッ
プ
に
進
め
て
い
き
た
い
」
と
し

て
い
ま
し
た
。

　

１
月
の
大
阪
市
議
会
の
一
般
質

問
で
日
本
共
産
党
の
瀬
戸
一
正
団

長
が
、
民
営
化
議
案
が
５
回
の
継

続
審
議
と
２
回
の
否
決
さ
れ
た
こ

と
は
「
議
会
の
意
思
」
と
強
調

し
、
白
紙
に
戻
し
て
議
論
し
直
す

べ
き
と
主
張
。
吉
村
市
長
は
「
３

年
間
に
わ
た
り
議
会
で
一
定
の
議

論
が
重
ね
ら
れ
て
い
る
」
と
し

て
、
民
営
化
を
前
向
き
に
進
め
る

と
答
弁
し
て
い
ま
す
。

　

大
阪
市
は
３
日
、
吉
村
洋
文
市
長（
大
阪
維
新
の
会
政
調
会
長
）ら
が
出
席
す
る
戦
略
会
議
で
、

地
下
鉄
・
バ
ス
の
民
営
化
に
向
け
た
基
本
方
針
案
を
決
定
し
ま
し
た
。
市
が
出
資
す
る
新
会
社
に

地
下
鉄
事
業
を
引
き
継
ぎ
、
バ
ス
の
運
行
会
社
も
新
会
社
の
子
会
社
と
す
る
も
の
。
吉
村
市
長
は

16
日
開
会
の
大
阪
市
議
会
に
提
出
し
、
可
決
・
成
立
を
狙
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
う
な
る
と
防
災
対
策
・
安
全

対
策
や
８
号
線
延
伸
な
ど
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
充
実
、
バ
ス
事
業
へ
の

財
政
支
援
な
ど
市
民
・
利
用
者
が

求
め
る
施
策
は
実
現
で
き
な
く
な

り
ま
す
。
議
会
が
２
回
に
わ
た
っ

て
民
営
化
議
案
を
否
決
し
た
の

は
、
そ
の
懸
念
が
あ
っ
た
か
ら
で

す
。

　

バ
ス
事
業
は
橋
下
前
市
長
が
地

下
鉄
事
業
か
ら
の
支
援
を
や
め
、

路
線
削
減
や
減
便
な
ど
が
強
行
さ

れ
ま
し
た
。
路
線
や
便
数
の
復
活

・
拡
充
こ
そ
求
め
ら
れ
て
い
る
の

に
、
民
営
化
で
現
状
が
守
ら
れ
る

保
障
は
あ
り
ま
せ
ん
。
い
ま
こ
そ

公
営
交
通
の
原
点
に
立
ち
返
り
、

民
営
化
を
食
い
止
め
、
市
民
・
利

用
者
の
た
め
の
地
下
鉄
・
市
バ
ス

を
守
り
発
展
さ
せ
る
た
め
、
議
会

内
外
で
全
力
を
挙
げ
ま
す
。

　

１
１
３
年
の
歴
史
を
刻
む
大
阪

市
営
交
通
は
、
基
本
的
に
営
利
を

目
的
と
す
る
私
鉄
会
社
と
は
異
な

り
、
公
営
の
事
業
と
し
て
、
市
民

や
利
用
者
の
足
の
利
便
を
図
り
、

ま
ち
づ
く
り
に
寄
与
し
て
き
ま
し

た
。
基
本
方
針
案
は
、
こ
う
し
た

公
営
の
役
割
を
無
視
し
、「
民
営

化
あ
り
き
」
の
考
え
に
貫
か
れ
て

い
ま
す
。
新
会
社
の
株
式
を
市
が

１
０
０
％
保
有
す
る
の
は
「
引
き

継
ぎ
時
」で
、
最
終
目
標
は
吉
村

市
長
が
明
言
し
て
い
る
よ
う
に

「
完
全
民
営
化
」、
地
下
鉄
を
売
り

飛
ば
す
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

地下鉄･市バス民営化狙う 大
阪
市
が
基
本
方
針
案

新
会
社
設
立
し
引
き
継
ぎ民

営
化
前
提
の
事
業
再
編
の
影

響
で
、
バ
ス
が
１
時
間
に
１
本

だ
け
＝
大
阪
市
生
野
区
内

大
阪
市
議
会
で
２
回
に
わ
た
り
否
決

さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
吉
村
市

長
は
「
基
本
計
画
案
」
を
て
こ
に
民

営
化
を
推
進
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す

＝
地
下
鉄
御
堂
筋
線
・
心
斎
橋
駅

山中智子市議

公
営
事
業
の
原
点
に
立
ち
返
れ

日
本
共
産
党･

山
中
幹
事
長（
交
通
水

道
委
員

）の
話
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